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連結注記表：

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①　連結子会社の数　　　　　　　　　　　　　　４社

連結子会社の名称　　　　　　　　　　　　　株式会社海昇

四急運輸株式会社

日振島アクアマリン有限責任事業組合

株式会社西日本養鰻

②　非連結子会社の名称等　　　　　　　　　　　該当ありません。

(2) 持分法の適用に関する事項

①　持分法を適用した関連会社の数　　　　　　　１社

持分法を適用した関連会社の名称　　　　　　株式会社最上鮮魚

②　持分法を適用していない関連会社の名称等　　該当ありません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

(4) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ　有価証券

・その他有価証券

時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算定）によって評価しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法によって評価しております。

ロ　たな卸資産

商品及び製品、原材料及び貯蔵品については、移動平均法による原価法（貸借対照

表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、仕掛品については、

個別法による原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）によって評価しております。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ　有形固定資産及び投資不動産

定率法［ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法］を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ２～50年

機械装置及び運搬具 ２～15年

工具器具備品 ２～15年

投資不動産 ２～47年
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ロ　無形固定資産

ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込利用可能期間（５年）に

基づく定額法、その他については定額法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準

イ　貸倒引当金

売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。

ロ　賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度に負担

すべき額を計上しております。

ハ　役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末要支給額を

計上しております。

④　その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

イ　退職給付に係る負債の計上基準

　退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末におけ

る退職給付債務の見込額に基づき計上しております。なお、退職給付債務の算定にあ

たり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる方法については、給

付算定式基準によっております。数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時に全

額償却することとしております。

ロ　消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

２．会計上の見積りに関する注記

(1) 貸倒引当金

①　当年度の連結計算書類に計上した金額　　　　　　　　　 1,612,508千円

②　重要な会計上の見積りに関するその他の情報

売上債権等のうち、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案

し回収不能見込額を貸倒引当金として計上しております。回収可能額を算定するにあた

り各債権先の担保資産の評価を実施しておりますが、担保資産の評価の見積りが変動し

た場合に、翌連結会計年度において認識する金額に重要な影響を及ぼす可能性がありま

す。

(2) 仕掛品

①　当年度の連結計算書類に計上した金額　　　　　　　　　 1,600,982千円

②　重要な会計上の見積りに関するその他の情報

たな卸資産の貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法により算定し

ており、期末における正味売却価額が取得原価を下回っている場合には、当該正味売却

価額をもって貸借対照表価額としております。仕掛品の正味売却価額は売価見込、販売

コスト、追加製造原価等から見積もっておりますが、それらの見積りが変動した場合に

翌連結会計年度において認識する金額に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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３．連結貸借対照表に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 4,819,433千円

(3) 投資不動産の減価償却累計額 442,362千円

４．連結損益計算書に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 減損損失

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場 所 用 途 種 類 減 損 損 失

愛 媛 県 宇 和 島 市 事 業 用 資 産

構 築 物 9,413千円

工 具 器 具 備 品 5,607千円

合 計 15,020千円

当社グループは事業用資産、共用資産、賃貸資産、遊休資産に区分をしたうえで、事業用

資産については、管理会計上の区分をもとにグルーピングを行い、賃貸資産及び遊休資産に

ついては、物件毎にグルーピングを行っております。

当該資産は、営業活動(マグロ養殖事業)から生じる損益が継続してマイナスであるため、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしま

した。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しております。

(3) 災害による損失

災害による損失の内容は、2020年７月６日の集中豪雨（令和２年７月豪雨）によって株式

会社西日本養鰻第二事業所で養殖中のウナギが斃死したもの、2020年９月６日の台風によっ

て蒲江種苗センター沖合で育成中のマダイ稚魚が斃死したものであります。
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類
当連結会計年度
期 首 の 株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 12,211,526株 16,503株 － 12,228,029株

(注)発行済株式の増加は、譲渡制限付株式の発行16,503株によるものであります。

(3) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類
当連結会計年度
期 首 の 株 式 数

当連結会計年度
増 加 株 式 数

当連結会計年度
減 少 株 式 数

当連結会計年度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 34,887株 170株 － 35,057株

(注)自己株式の増加は、単元未満株式の買取り170株によるものであります。

(4) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

2020年６月23日開催の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

・配当金の総額 146,119千円

・配当の原資 利益剰余金

・１株当たり配当額 12円

・基準日 2020年３月31日

・効力発生日 2020年６月24日

(5) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

2021年６月16日開催の定時株主総会において、次のとおり付議いたします。

・配当金の総額 243,859千円

・配当の原資 利益剰余金

・１株当たり配当額 20円

・基準日 2021年３月31日

・効力発生日 2021年６月17日
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６．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

当社グループは、余資運用については安全性及び流動性を重視した運用とする方針で

取組み、銀行預金を中心とした運用としており、有価証券での運用は運用限度額を定め

ています。

②　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リ

スクに関しては売上債権管理マニュアルに基づき取引先ごとの与信限度額を設定し期日

管理及び残高管理を行うとともに、滞留債権管理を行っております。

投資有価証券は主に余資運用としての債券と業務上の関係を有する企業の株式であり

市場価格の変動リスクに晒されていますが、取引所の価格があるものは四半期ごとに時

価を把握しております。また、取引先への貸付金については、顧客の信用リスクに晒さ

れており、取引先貸付金取扱要領に基づきリスク管理を行っております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日であります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2021年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれら

の差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認

められるものは、次表には含まれておりません（(注)２参照）。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

(1) 現金及び預金 19,930,288 19,930,288 －

(2) 受取手形及び売掛金 5,677,342

　　　貸倒引当金(＊１) △840,590

4,836,751 4,836,751 －

(3) 短期貸付金 182,822

　　　貸倒引当金(＊１) △103,487

79,335 79,335 －

(4) 投資有価証券

　　　満期保有目的の債券 100,000 100,086 86

　　　その他有価証券 6,745,800 6,745,800 －

(5) 長期貸付金 554,501

　　　貸倒引当金(＊１） △554,501

－ － －

(6) 支払手形及び買掛金（＊２） (2,085,273) (2,085,273) (－)

(7) 短期借入金(＊２) (3,172,500) (3,172,500) (－)

(8) 未払法人税等(＊２) (461,033) (461,033) (－)

(9) 長期借入金(＊２) (2,044,375) (2,044,375) (－)

  (＊１) 受取手形及び売掛金、短期貸付金及び長期貸付金に計上している貸倒引当金を控除して

おります。

  (＊２) 負債に計上されているものについては、（　）で示しております。
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(注)１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(1) 現金及び預金

　預金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。

(2) 受取手形及び売掛金、(3) 短期貸付金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳

簿価額によっております。ただし一部のものについては、担保による回収見込額等に

基づいて貸倒見積額を算定していることから、連結決算日における連結貸借対照表価

額から貸倒見積額を控除した金額を時価としております。

(4) 投資有価証券

　投資有価証券の時価については取引所の価格によっております。

(5) 長期貸付金

　当社では、長期貸付金の時価の算定は、担保による回収見込額等に基づいて貸倒見

積額を算定していることから、連結決算日における連結貸借対照表価額から貸倒見積

額を控除した金額を時価としております。

(6) 支払手形及び買掛金、(7) 短期借入金、(8) 未払法人税等

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳

簿価額によっております。

(9) 長期借入金

　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想

定される利率で割り引いた現在価値等により算定しております。

２．非上場株式（連結貸借対照表計上額148,630千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャ

ッシュ・フローを見積もることができず、時価を把握することが極めて困難と認めら

れるため、「(4)投資有価証券  その他有価証券」に含めておりません。

７．賃貸等不動産に関する注記

(1) 賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社は、愛媛県その他の地域において、賃貸用のオフィスビル（土地を含む）等を所有

しております。2021年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は9,054千円（賃

貸収益は営業外収益に、主な賃貸費用は営業外費用に計上）であります。

(2) 賃貸等不動産の時価に関する事項

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時　　　　　　　価

425,391 444,164

(注)１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定

した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。
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８. 資産除去債務に関する注記

　事業用資産の一部について、土地所有者との間で土地賃借契約を締結しており、賃借期間

の終了時に原状回復する義務を有しているため、契約の義務に関して資産除去債務を計上し

ております。

　資産除去債務の見積りにあたり、使用見込期間は主要な資産の耐用年数である31年とし、

割引率は0.65％から1.40％を採用しております。

 　　 期首残高　　　　　　　　　　　　　　 35,337千円

 　　 時の経過による調整額　　　　　　　　　　442千円

 　　 期末残高　　　　　　　　　　　　　　 35,779千円

９．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 2,434円82銭

(2) １株当たり当期純利益 99円43銭

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

11．その他追加情報の注記

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う農林水産省の補助金事業（地域の創意による販売促

進事業）の取り扱いによる補助金収入があります。

当該事業の内容は、在庫滞留等が生じている品目について生産、供給体制を維持するため

原魚代及び販売費の1/2が補助されており、原魚代949,843千円を仕入高、販売費95,949千円

を販売費（運賃、容器、氷代等）と相殺し、計上しております。
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個別注記表：

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

①　子会社株式及び関係会社株式

　移動平均法による原価法によって評価しております。

②　その他有価証券

　　時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）によって評価しております。

　　時価のないもの

移動平均法による原価法によって評価しております。

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品及び製品、貯蔵品については、移動平均法による原価法（貸借対照表価額について

は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、仕掛品については、個別法による原価法

（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によって評価し

ております。

(3) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産及び投資不動産

定率法［ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法］を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ２～50年

構築物 ７～42年

機械装置 ２～15年

船舶 ２～12年

車両運搬具 ２～７年

工具器具備品 ２～15年

投資不動産 ２～47年

②　無形固定資産

ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込利用可能期間（５年）に基

づく定額法、その他については定額法を採用しております。

(4) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金

売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計

上しております。

②　賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度に負担すべき

額を計上しております。

③　退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づ

き計上しております。数理計算上の差異は、各事業年度の発生時に全額償却することと

しております。
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④　役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当事業年度末要支給額を計上し

ております。

(5) 消費税等の会計処理

　　　　税抜方式によっております。

２．会計上の見積りに関する注記

(1) 貸倒引当金

①　当年度の計算書類に計上した金額　　　　　　　　　2,109,719千円

②　重要な会計上の見積りに関するその他の情報

売上債権等のうち、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案

し回収不能見込額を貸倒引当金として計上しております。回収可能額を算定するにあた

り各債権先の担保資産の評価を実施しておりますが、担保資産の評価の見積りが変動し

た場合に、翌事業年度において認識する金額に重要な影響を及ぼす可能性があります。

(2) 関係会社投融資

①　当年度の計算書類に計上した金額

関係会社株式　　　　　　　　　　　　　　　　　1,114,824千円

関係会社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　1,795,000千円

②　重要な会計上の見積りに関するその他の情報

市場価格のない関係会社株式については、財政状態の悪化により実質価格が著しく下

落し回復可能性がないと判断された場合は、相当の減額処理を行うこととしております。

また、債権等については回収可能性を勘案し、回収不能と認められる部分については貸

倒引当金を計上することとしております。それらの見積りが変動した場合に翌事業年度

において認識する金額に重要な影響を及ぼす可能性があります。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　3,478,913千円

(3) 投資不動産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　442,362千円

(4) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

　　短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,507,118千円

　　短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　223,008千円

(5) 関係会社に対する債務保証

　　借地の原状回復義務履行の保証　　　　　　　　　　　　 40,532千円

４．損益計算書に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 関係会社との取引高

　売上高 4,349,719千円

　売上原価 3,034,559千円

　販売費及び一般管理費 355,983千円

　営業取引以外の取引高 187,200千円
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(3) 減損損失

当社は以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場 所 用 途 種 類 減 損 損 失

愛 媛 県 宇 和 島 市 賃 貸 資 産

構 築 物 9,413千円

工 具 器 具 備 品 5,607千円

合 計 15,020千円

当社は事業用資産、共用資産、賃貸資産、遊休資産に区分をしたうえで、事業用資産につ

いては、管理会計上の区分をもとにグルーピングを行い、賃貸資産及び遊休資産については、

物件毎にグルーピングを行っております。

当該資産は、賃貸先(マグロ養殖事業)から生じる損益が継続してマイナスであるため、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しております。

(4) 災害による損失

災害による損失の内容は、2020年９月６日の台風によって蒲江種苗センター沖合で育成中

のマダイ稚魚が斃死したものであります。

５. 資産除去債務に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 資産除去債務

三崎事業所製氷工場について神奈川県三浦市との間で土地賃借契約を締結しており、賃借

期間の終了時に原状回復する義務を有しているため、契約の義務に関して資産除去債務を計

上しております。

資産除去債務の見積りにあたり、使用見込期間は主要な資産の耐用年数である31年とし、

割引率は0.65％を採用しております。

 　　 期首残高　　　　　　　　　　　　　　　7,002千円

 　　 時の経過による調整額　　　　　　　　　　 45千円

 　　 期末残高　　　　　　　　　　　　　　　7,047千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類
当 事 業 年 度
期 首 の 株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 34,887株 170株 － 35,057株

(注)自己株式の増加は、単元未満株式の買取り170株によるものであります。
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７．税効果会計に関する注記

(1) 記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。

(2) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　繰延税金資産

 　　 貸倒引当金　　　　　　　　　　　　　　　 642,620千円

 　　 賞与引当金　　　　　　　　　　　　　　  　 5,356千円

 　　 退職給付引当金　　　　　　　　　　　 　　 85,674千円

 　　 役員退職慰労引当金　　　　　　　　　　 　 66,229千円

 　　 減損損失　　　　　　　　　　　　　　 　　249,041千円

　　　その他　   　　　　　　　 　　　　　 　　140,473千円

　　繰延税金資産小計　　　　　　　　　　　 　1,189,395千円

　　　評価性引当額　　　 　　 　　　　 　　　△969,611千円

　　繰延税金資産計　　       　　　　　　　　　219,784千円

    繰延税金負債

　　　資産除去債務　　　　　　　　　　　　　　 △1,972千円

　　　その他有価証券評価差額金　　　　　　 　△507,181千円

　　繰延税金負債計　　　　　　　　　　　　 　△509,154千円

　　繰延税金負債の純額　　　　　　　　　　 　△289,370千円
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８．関連当事者との取引に関する注記

種 類
会 社 等
の 名 称

資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当 事 者
と の 関 係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )役員の

兼任等
事業上
の関係

子 会 社
株 式 会 社
海 昇

50,000
鮮魚及び餌
料・飼料の
販 売 事 業

直接　99.94
役員兼
任３名

鮮魚・餌
料 飼 料
の 売 買

商 品 の
販 売 等

3,981,536 売 掛 金 592,486

商 品 の
仕 入 等

2,664,096 買 掛 金 202,584

役 務 の
提 供

174,000
未収収益 23,554

施 設 等 の
使 用 料 他

103,179

子 会 社
四 急 運 輸
株 式 会 社

30,000
一 般 貨 物
運 送 事 業

直接　100
役員兼
任１名

商 品 の
運 送

運 賃 の
支 払 い

109,798 未払費用 11,146

施 設 等 の
使 用 料

2,628 - -

業務委託料
の支払い他

109,116 未払費用 4,078

貸 付 金 の
利 息

66 前受収益 24

資 金 の
貸 付

10,000
短 期
貸 付 金

5,000
資 金 の
回 収

10,000

子 会 社

日振島アク
アマリン有
限責任事業
組 合

10,000
マ グ ロ
養 殖 事 業

直接　99.7
（注）２

なし
鮮魚・餌
料 飼 料
の 売 買

商 品 の
販 売 等

368,182 売 掛 金 84,066

商 品 の
仕 入 等

328,076 買 掛 金 3,872

業 務
受 託 料

20,767
未収収益 6,546

施 設 等 の
使 用 料 他

41,601

貸 付 金 の
利 息

8,767 未収収益 760

資 金 の
貸 付

50,000
短 期
貸 付 金

1,790,000

子 会 社
株 式 会 社
西日本養鰻

50,000
ウ ナ ギ
養 殖 事 業

直接　100 役員兼
任３名

資 金 の
貸付、業
務 受 託

業 務
受 託 料

2,335 - -

貸 付 金 の
利 息

10,652 - -

資 金 の
回 収

1,577,000 - -

借 地 の
原 状 回 復
義 務 履 行
保 証

40,532 - -

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等

が含まれております。

　　　２．議決権等の所有（被所有）割合の欄には、当該有限責任事業組合に対する出資割合を

記載しております。

　　　３．取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 株式会社海昇及び日振島アクアマリン有限責任事業組合との商品の販売・仕入等の

取引は、市場価格を参考にし、個別に価格交渉の上、相対取引により決定しており

ます。

(2) 四急運輸株式会社における運賃は、運送に要する人件費、運行費、燃料費、車両修

繕費等の諸経費（原価）を勘案し、価格交渉の上決定しております。
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(3) 四急運輸株式会社における業務委託料は、当社に出向している活魚車ドライバーの

人件費及び出向管理費等であり、当該経費の実費を勘案し、交渉の上決定しており

ます。

(4) 日振島アクアマリン有限責任事業組合及び株式会社西日本養鰻における業務受託料

は、当社より出向している社員の人件費であります。

(5) 日振島アクアマリン有限責任事業組合への施設の賃貸料は、当該設備の減価償却費

相当額としております。

(6) 日振島アクアマリン有限責任事業組合への短期貸付金に対し、818,184千円の貸倒引

当金を計上しております。

また、当事業年度において394,424千円の貸倒引当金を計上しております。

(7) 四急運輸株式会社、日振島アクアマリン有限責任事業組合及び株式会社西日本養鰻

への資金の貸付における利率は年0.5～１％としております。

(8) 株式会社西日本養鰻に対する債務保証は、養鰻設備の借地の原状回復義務履行の保

証を行っております。

９．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 2,209円21銭

(2) １株当たり当期純利益 61円24銭

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

11．その他追加情報の注記

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う農林水産省の補助金事業（地域の創意による販売促

進事業）の取り扱いによる補助金収入があります。

当該事業の内容は、在庫滞留等が生じている品目について生産、供給体制を維持するため

原魚代及び販売費の1/2が補助されており、原魚代930,429千円を仕入高、販売費95,218千円

を販売費（運賃、容器、氷代等）と相殺し、計上しております。
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